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日
中
友
好
協
会
倉
敷
支
部
は
11

月
26
日
、
19
回
目
の
中
国
問
題
文
化

講
演
会
を
開
き
ま
し
た
。 

こ
の
日
は
、
「
玉
野
市
に
連
行
さ
れ

た
中
国
人
」
と
題
し
て
上
羽
修
先
生
の

講
演
を
聞
き
ま
し
た
。
１
９
４
３
年
４

月
以
降
、
中
国
人
約
４
万
人
を
日
本
へ

強
制
連
行
し
、
全
国
１
３
５
の
事
業
所

で
労
役
さ
せ
、
約
７
０
０
０
人
を
死
亡

 

倉敷市・鎮江市友好都市へ市民訪中団 
去る１１月１７日～２１日まで、「倉敷市・鎮江市友好都市提携２０周年」を記念する倉敷市主催の市民訪中団に

わが日中友好協会倉敷支部より、３人が参加しました。 

 市民訪中団は、書道展示会開幕式・鎮江市主催の懇親会・鎮江市少年宮歓迎式・市長表敬訪問と会見式・２０

周年祝賀夕食会など多彩な行事に参加し友好と交流を深めました。 

 ２０周年祝賀夕食会では、２０年前の都市提携調印式に、議会代表の一員として参加した、わが日中友好協会

倉敷支部の副理事長大本芳子さんは、鎮江市長をはじめ多くの鎮江市側の列席者から喝さいを浴びました。 

 公式行事の後は、千年古街・金山寺などの観光地散策を楽しみました。 

 

亡
く
な
っ
た
方
の
遺
族
を
捜
し
出
し

て
、
聞
き
取
り
調
査
を
さ
れ
、
本
に
ま

と
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
熱
意
や
行
動

力
に
感
動
い
た
し
ま
し
た
。 

講
演
後
、
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら

先
生
を
囲
ん
で
歓
談
し
ま
し
た
が
、

「
か
つ
て
日
本
軍
が
中
国
大
陸
で
何
を

し
た
か
、
ま
だ
ま
だ
わ
れ
わ
れ
日
本
人

が
知
ら
な
い
こ
と
が
多
い
。
も
っ
と
学

ぶ
と
と
も
に
、
広
く
伝
え
て
い
く
こ
と

が
必
要
だ
。
」
と
い
う
認
識
で
一
致
し

ま
し
た
。 

犬
飼 

繁 

さ
せ
た
。 

玉
野
市
日
比
製
錬
所
に
は
１
３
３

人
を
連
行
、
26
名
を
死
亡
さ
せ
ま
し

た
。 尊

厳
と
名
誉
を
回
復
し
、
日
中
友

好
の
懸
け
橋
に
、
45
人
の
参
加
者
は
、

熱
心
に
学
び
ま
し
た
。 

 

 

平
井
昭
夫 

 

熱
意
や
行
動
力
に
感
動 

第
19
回
文
化
講
演
会
が
倉
敷
健

康
福
祉
プ
ラ
ザ
で
１３
：
３０
～
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

今
年
３
回
目
の
文
化
講
演
会
で

す
。
今
回
は
「
玉
野
に
連
行
さ
れ
た
中

国
人
～
尊
厳
と
名
誉
を
回
復
し
日
中

友
好
の
懸
け
橋
に
～
」
と
題
し
て
、
上

羽
修
先
生
の
講
演
で
す
。 

こ
れ
は
１
９
４
４
年
に
中
国
か
ら
１

３
３
名
の
中
国
人
が
玉
野
に
強
制
連

行
さ
れ
、
う
ち
26
名
が
死
亡
し
た
と

い
う
事
件
で
す
。 

上
羽
先
生
は
外
務
省
の
「
華
人
労

働
者
就
労
事
情
調
査
報
告
書
」
に
は

記
載
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
玉
野
三
井
鉱

山
日
比
精
錬
所
に
お
け
る
中
国
人
強

制
労
働
の
実
態
を
知
る
た
め
に
、
い
ろ

ん
な
資
料
を
あ
た
り
尽
く
し
、
つ
い
に

そ
の
資
料
を
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
中
国
に
わ
た
り
、
生
存
者
や
日
本
で

日
中
友
好
協
会
倉
敷
支
部 

第
19
回
文
化
講
演
会 

金山寺 

2434 

 

 

 



 

次
回
の
新
聞
発
送
作
業
は 

１２
月
１１
日
（月
）午
後
１
時
半
か
ら 

民
主
会
館
２
階
で
行
い
ま
す
。 

前
回
お
手
伝
い
く
だ
さ
っ
た
方
で

す
。 

  

小川 

小林 

曽田 

竹内和 

竹内袈 

坪井 

し
て
、
憲
法
施
行
か
ら
７０
年
間
、
九

条
が
果
た
し
た
役
割
を
強
調
し
た
部

分
を
載
せ
る
。 

①
９
条
は
戦
後
日
本
の
平
和
、
経

済
発
展
を
維
持
す
る
う
え
で
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
き
た
、
②
ア
ジ
ア
に

対
す
る
不
戦
の
誓
い
と
し
て
の
意
味
を

持
っ
て
き
た
、
③
国
際
社
会
で
９
条
ブ

ラ
ン
ド
が
日
本
に
対
す
る
信
用
を
高

め
て
き
た
、
④
９
条
は
自
由
の
下
支
え

と
し
て
の
意
味
を
持
っ
て
き
た
、
⑤
平

和
的
生
存
権
の
思
想
は
世
界
の
人
権

の
発
展
に
寄
与
し
て
き
た
。 

 

総
会
は
、
経
過
報
告
（
２
０
０
５
年
７

月
３１
日
の
設
立
総
会
か
ら
２
０
１
７

年
１１
月
２３
日
ま
で
）
と
２
０
１
６
年

１１
月
２３
日
に
改
訂
し
た
「
操
南
地
域

九
条
の
会
か
ら
の
お
願
い
」
（
入
会
申

込
書
）
及
び
新
た
な
世
話
人
・
事
務
局

メ
ン
バ
ー
を
拍
手
で
承
認
し
た
。 

 自
衛
隊
違
憲
論
封
じ
の 

た
め
の
加
憲
？ 

学
習
会
は
、
則
武
弁
護
士
が
「
安
倍

九
条
改
憲
を
切
る
」
と
題
し
て
約
５０

分
講
演
し
た
。
詳
細
な
レ
ジ
メ
を
用
意

さ
れ
、
⑴
安
倍
９
条
改
憲
論
と
は
、
⑵

二
つ
の
自
衛
隊
、
⑶
憲
法
９
条
に
つ
い

て
、
⑷
加
憲
論
に
ど
う
向
き
合
う

か
？
、
⑸
国
家
緊
急
権
に
つ
い
て
」
（
時

間
の
関
係
で
省
略
）
、
⑹
お
わ
り
に
と

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
活
用
し
て
わ
か
り

や
す
く
話
さ
れ
た
。 

す
べ
て
の
内
容
を
紹
介
し
た
い
が
、

今
号
で
は
安
倍
首
相
が
「
憲
法
学
者
が

自
衛
隊
違
憲
論
を
唱
え
る
の
で
、
そ
れ

を
封
じ
る
た
め
に
加
憲
が
必
要
」
に
対

こ
の
署
名
は
、
有
権
者
の
過
半
数
を

め
ざ
し
て
い
る
。
成
功
さ
す
た
め
に

は
、
草
の
根
で
の
壮
大
な
対
話
が
求
め

ら
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
憲
法
人
生
を
か

け
て
、
が
ん
ば
ろ
う
！ 

今
回
は
、
岡
山
市
九
条
の
会
連
絡

会
に
参
加
し
て
い
る
、
「
操
南
地
域
九

条
の
会
」
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。 

 
操
南
地
域
九
条
の
会
の 

総
会
と
学
習
会 

操
南
地
域
九
条
の
会
は
、
操
南
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
で
「
戦
争
す
る
国
は
ゴ
メ

ン
で
す
！
―
憲
法
９
条
を
変
え
な
い
で

く
だ
さ
い
―
」
を
テ
ー
マ
に
、
総
会
と

学
習
会
を
開
催
し
た
。
地
域
内
外
か

ら
２９
人
が
参
加
し
た
。 

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
「
平
和
を
願
っ
て
―

み
ん
な
で
懐
か
し
い
歌
を
歌
い
ま
し
ょ

う
―
」
と
ギ
タ
ー
を
抱
え
た
角
南
さ

ん
、
田
辺
倉
敷
市
議
、
三
線
を
も
っ
た

篠
田
さ
ん
の
３
人
が
、
歌
唱
指
導
を
し

て
く
れ
た
。
歌
は
「
あ
の
日
の
授
業
」

（
「
あ
た
ら
し
い
憲
法
の
は
な
し
」
の
一

部
が
「
語
り
」
で
入
っ
て
い
る
）
で
、
九
条

学
習
会
に
ふ
さ
わ
し
い
歌
詞
で
し
た
。 

会
は
、
世
話
人
を
代
表
し
て
大
西

さ
ん
が
、
「
日
本
は
九
条
が
あ
る
か
ら

戦
争
し
な
い
よ
」
と
孫
と
の
会
話
を
紹

介
す
る
、
開
会
の
あ
い
さ
つ
を
し
た
。 

安
倍
首
相
は
１１
月
１７
日
、
特
別

国
会
の
所
信
表
明
演
説
で
、
「
改
憲
論

議
を
推
進
」
す
る
こ
と
を
表
明
し
た
。

組
閣
後
の
会
見
で
は
、
国
民
投
票
も

念
頭
に
「国
民
的
な
理
解
が
得
ら
れ
る

よ
う
に
努
力
」
と
語
っ
た
。
改
憲
の
中

心
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
９
条
で
あ

る
。
５
月
３
日
の
憲
法
記
念
日
に
「
９

条
１
項
・２
項
を
残
し
つ
つ
、
自
衛
隊
を

明
文
で
書
き
込
む
。
」
そ
し
て
、
「
２
０

２
０
年
を
新
し
い
憲
法
が
施
行
さ
れ
る

年
に
し
た
い
。
」と
述
べ
て
い
る
。 

全
国
各
地
の
「
九
条
の
会
」
や
「
安

保
法
制
の
廃
止
と
立
憲
主
義
の
回
復

を
求
め
る
市
民
連
合
」
に
結
集
す
る

人
々
は
、
「
憲
法
を
守
り
、
政
治
に
生

か
そ
う
」
と
、
安
倍
改
憲
を
許
さ
な
い

運
動
を
推
進
し
て
き
た
。
今
日
で
は
、

３
０
０
０
万
署
名
（
安
倍
改
憲
Ｎ
Ｏ
！

憲
法
を
生
か
す
全
国
統
一
署
名
）
を

中
心
に
と
り
く
ん
で
い
る
。 

た
。 お

茶
と
お
菓
子
が
出
さ
れ
た
休
憩

中
に
も
「
手
の
う
た
」
を
手
話
を
ま
じ

え
て
楽
し
く
歌
い
ま
し
た
。 

再
開
後
は
、
参
加
者
か
ら
「
女
性
差

別
（賃
金
面
の
）を
闘
っ
て
女
性
の
権
利

を
守
っ
た
」
話
や
戦
争
前
後
小
学
生
だ

っ
た
人
の
「
岡
山
大
空
襲
が
花
火
の
よ

う
に
見
え
た
」
ま
た
「
戦
後
、
学
校
に

ゲ
ー
ト
ル
を
ま
い
た
復
員
兵
の
先
生
が

い
た
」な
ど
の
体
験
が
語
ら
れ
た
。 

閉
会
前
に
も
「ふ
る
さ
と
」を
歌
い
、

最
後
に
「
沖
縄
を
返
せ
」
を
全
員
で
大

合
唱
し
た
。 

会
は
、
世
話
人
の
近
藤
さ
ん
か
ら
、

今
日
の
学
習
会
を
機
に
、
３
０
０
０
万

署
名
を
成
功
さ
せ
よ
う
。
そ
の
た
め
に

は
、
操
南
地
域
で
２
０
０
０
筆
（
現
在
１

０
０
筆
）
を
集
め
よ
う
と
、
力
強
い
訴

え
が
あ
り
終
了
し
た
。 

追
記 

① 

則
武
弁
護
士
か
ら
、
岡
山
弁
護
士

会
シ
リ
ー
ズ
憲
法
講
演
会
Ｎ
Ｏ
１６

の
案
内
が
あ
り
ま
し
た
。 

② 

参
加
者
の
感
想
文
や
則
武
弁
護

士
の
講
演
内
容
の
続
き
は
、
次
号

で
紹
介
し
ま
す
。 

小
林
軍
治 

 

３
０
０
０
万
署
名
を 

壮
大
な
対
話
運
動
と
し
て
進
め
よ
う
！ 

 

過
去
に
目
を
閉
ざ
す
者
は

現
在
に
も
盲
目
と
な
る 

講
演
の
最
後
に
、
ド
イ
ツ
か
ら
学
ぶ

こ
と
と
し
て
、
１
９
８
５
年
５
月
８
日
の

ド
イ
ツ
敗
戦
４０
周
年
記
念
で
の
、
ヴ

ァ
イ
ツ
ゼ
ッ
カ
―
大
統
領
の
演
説
内
容

「
・
・
・
・
・
。
し
か
し
過
去
に
目
を
閉
ざ

す
者
は
結
局
の
と
こ
ろ
現
在
に
も
盲

目
と
な
り
ま
す
。
・
・
・
・
・
」
を
詳
し
く

説
明
さ
れ
た
。 

 

感
想
・
質
問
で
は
、
若
い
人
の
参
加

が
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
が
話
題
に
な
っ

た
。
弁
護
士
か
ら
、
来
年
は
、
５
人
若

い
人
を
連
れ
て
き
て
ほ
し
い
と
い
わ
れ

左から篠田さん、角南さん 

手話をする参加者 

則武弁護士 


